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1. はじめに 

国内では、公共施設や大規模商業施設などにおいて自動

体外式除細動器(Automated External Defibrillator,以下、AED)

の設置が推進され、2016 年には販売累計台数が 68 万台を

突破したと報告されている[1]。AED は、突然、心臓が止

まってしまった人(以下、心停止者)の心臓に電気ショック

を与え、正常な心臓の動きを再開させるための医療機器で

ある。AED は医療機器ではあるが、医療従事者だけでなく、

非医療従事者(以下、市民)である一般の人々にも操作でき

るよう設計されている。市民でも AED の音声ガイドに従

うことで操作可能であり、救急現場で AED を使用した迅

速な心肺蘇生を開始することが可能である。救急現場で

AED を使用した迅速な心肺蘇生が行われた場合には、心肺

蘇生を試みず、かつ AED を使用しなかった場合に比べ、

心停止者の救命率は約 6 倍の大差があるという報告がある

[2]。そのため、AED を使用した心肺蘇生は心停止者を救

助するための有用な手段である。しかし、現実には市民に

よる心停止者への AED 使用率は約 4.5%である[2]。これは、

AEDが効果的・効率的に使用されていないことを示す。 

また AED が設置されている場合でも、心肺蘇生を試み

る人が AED の設置場所を知らなければ、AED を用いる迅

速な心肺蘇生を開始することが不可能である。よって、

AED 使用率が約 4.5%という調査報告は、AED 設置場所の

認知が不足しているということを示しており、仮説として

次の報告からも示唆される。ある調査では、AED 設置場所

の詳細な位置情報に関しての市民の認知率が 22.7%という

報告がある[3]。さらに、別の調査では、本館または別館が

ある公共施設内において、AED 設置場所の認知に差があり、

本館に比べ、別館の認知度が下がると報告されている[4]。

以上の報告から、AED 設置場所の認知は不足しており、同

一施設内で認知に差があることが判明した。そのため、

AED が設置されている公共施設や大規模商業施設の屋内で

は、AED 設置場所の把握が容易ではない。したがって、

AED 設置場所を把握するために、市民に AED 設置場所を

報知または気づかせることが求められている。 

一方、心停止後 AED による電気ショックが 1 分遅れる

ごとに、心停止者の救命率は図 1のように 7~10%ずつ低下

する。119 番通報から救急車が到着するまでの平均時間は

8.6 分であり、その間に心停止者へ心肺蘇生を試みず、か

つ AED を使用しなかった場合、救命率は著しく低下し、

多くの場合は助からない[2]。よって、心停止者を発見した

場合に AED を使用した心肺蘇生を迅速に行うことが心停

止者の救命により有効である。 

本研究では、ビーコンデバイスと呼ばれる、スマートフ

ォンとの距離を電波強度によって測定できる発信機を用い

たアプリケーションを開発した。このアプリは、建物内で

の位置情報を可視化し、心停止者を発見した緊急時の場合

にアプリ利用者(以下、利用者)へ AED設置場所を報知また

は気づかせることが可能である。広い建物内を想定した公

共施設で、本アプリケーションの有用性を検証した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 先行研究との比較 

スマートフォンの GPS 機能を用いた AED 設置場所検索

のシステムに関する研究がある[5]。このシステムは、スマ

ートフォンに搭載されている GPS機能を用いて、システム

利用者の位置情報を取得し、インターネットを通じて、最

寄りの AED 設置施設を把握することが可能である。しか

し、このシステムは AED 設置場所を検索するためにイン

ターネット環境が必要不可欠であり、災害や停電などによ

る突然の通信障害が発生した場合、システムを使用するこ

とができない。また、GPS は緯度・経度を用いて平面的に

位置情報を取得するため、公共施設や大規模商業施設のよ

うな高さがある場所に対して、位置情報に誤差が生じる場

合がある[6]。 

本研究では Bluetooth Low Energy(以下、BLE)規格で駆動

するビーコンデバイスを用いて AED 設置場所を報知また

は気づかせることが可能なアプリケーションを開発した。

ビーコンデバイスとは、BLE 信号を発信するだけの無線通

信端末である。BLE 規格のビーコンデバイスは消費電力が

少なく、最長で数年間、電波を発信し続けることが可能で

ある。インターネット環境を必要とせずにスマートフォン

への長期的な電波発信が可能であるため、災害や停電など

による突然の通信障害が発生した際にも、本アプリを利用

可能である。また、RSSI(Received Signal Strength Indication)

と呼ばれる受信信号強度の値の差によって、スマートフォ

ンとの距離を測定することが可能である。ビーコンデバイ

スを複数個設置することで、屋内における測位でも高さを

区別することができ、数メートルの精度も区別できるため、

GPSよりも正確な位置情報を示すことが可能である。 
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図 1 時間経過による心停止者の救命率 
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3. 開発アプリケーション構成(概要) 

本アプリケーションは、公共施設内に設置されたビーコ

ンデバイスが発する信号を、利用者のスマートフォンで受

信することで、公共施設内のマップを表示し、最寄りの

AED 設置場所への気づき、案内を迅速に行うことを可能に

した。 

本研究ではマルチプラットフォームに対応した Monaca

を用いて、デバイスに依存しないアプリケーションを開発

実装した。アプリケーションの主な機能としては、・建物

内でのアプリ利用者の位置情報を表示し、AED 設置場所へ

の案内、・建物内の AED設置場所のマップ表示、・119番

への発信、・胸骨圧迫マニュアルの４つである。 

 

 

3.1マップ表示・AED設置場所への案内機能 

 アプリケーション起動時に、利用者は現在階を選択する。

アプリの起動画面は図 2 に示した。本アプリは、利用者が

選択した階層に応じたマップを表示する。利用者は表示さ

れたマップにより、ビーコンデバイスの設置場所を把握す

ることが可能である。このマップは図 3 のように、現在階

にあるすべてのビーコンデバイスが発信する電波範囲を表

示し、利用者を電波範囲内へ移動するように促す。利用者

がビーコンデバイスによる電波をスマートフォンで受信し

た場合、アプリ画面には、最寄りの AED 設置場所へ案内

するためのビーコンデバイスの電波範囲が表示される。複

数個設置されたビーコンデバイスそれぞれの範囲に対応し

たマップに従って、迅速かつ的確に AED 設置場所への移

動を促すことが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2胸骨圧迫のマニュアル機能 

救命手順では、一次救命処置である胸骨圧迫による心肺

蘇生(Cardiopulmonary Resuscitation ,CPR)と AEDの使用が心

停止者に対する最善の策とされている。そのため、心停止

者には AED を使用する以外に胸骨圧迫を行う手順が表示

される。本アプリは、心停止者を発見し、119 番通報をし

た前提で使用されることを想定して設計した。よって、胸

骨圧迫の手法を補助する役目を果たす機能として、胸骨圧

迫マニュアルを実装した。心停止者を発見した緊急時の場

合には、アプリのマニュアルを参考に適切な心肺蘇生を行

うことが可能である。また、緊急時以外でも胸骨圧迫につ

いて学習できるように、トップ画面にマニュアルを設置し

た。 

 

4.検証 

発表登壇時のスライドに検証方法・結果データを詳細に

述べる。 

 

5.まとめ 

 本研究では、AED 使用率・認知率の低さを背景に、ビー

コンデバイスを用いて、建物内での位置情報を可視化し、

心停止者を発見した緊急時の場合に、利用者へ AED 設置

場所を報知または気づかせることが可能なアプリケーショ

ンを開発した。本アプリケーションによって、心停止者を

発見した緊急時の場合に、迅速な心肺蘇生が可能である。

また、緊急時以外の場合でも、平時では AED 設置場所の

把握、胸骨圧迫のマニュアルの学習として利用可能である。

AED 使用率・認知率が低い現状から、建物内での設置場所

を再検討すること、公共施設や大規模商業施設などの広さ

に応じた AED の設置数が確保されていないことが示唆さ

れる。 

今後の課題として、AED 設置場所を報知または気づかせ

ることが可能な本アプリの有用性を活かして、即応的な

AEDの使用率向上のための解決策を提示していきたい。 
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図 2 アプリの起動画面(例:2階→救急・AED) 

k画面 

 

図 3 AED設置場所周辺のビーコンデバイス

の電波範囲 
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